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・
専
門
部
三
役
よ
り
「
栄
養
教
員
部
」

・
近
畿
中
央
病
院
利
用
に
お
け
る

　
公
立
学
校
共
済
組
合
組
合
員
優
遇
制
度

2013年5月1日（水） 第1835号（ 1）

兵庫県教職員組合
代表者

たけのこで　かくれんぼ
たつの市神岡小学校　四年

山岡　美結

本
権
を
回
復
す
る
た
め
の
制
度

改
革
を
要
求
。
そ
の
上
で
、
地

方
公
務
員
の
給
与
引
き
下
げ
を

前
提
と
し
た
地
方
交
付
税
の
減

額
を
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
を
強

く
も
と
め
て
行
く
と
し
、「
連

合
は
、
構
成
組
織
、
地
方
連
合

会
と
一
体
と
な
っ
て
こ
の
逆
境

加
藤
公
務
労
協
議
長
（
日
教

組
委
員
長
）
は
主
催
者
を
代
表

し
て
「
政
府
は
、
地
方
交
付
税

や
国
庫
負
担
金
に
手
を
つ
け
、

地
公
給
与
削
減
を
、
地
方
自
治

体
へ
の
『
要
請
』
と
い
う
名
目

で
、『
実
質
的
に
強
制
』
し
て

い
る
。
私
た
ち
は
、
運
動
が
社

会
的
共
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
最

善
を
つ
く
し
て
い
く
」
と
述
べ

た
。

古
賀
連
合
会
長
は
来
賓
挨
拶

の
中
で
、
国
家
公
務
員
制
度
改

革
基
本
法
に
も
と
づ
き
労
働
基

本
権
が
確
立
さ
れ
た
民
主
的
な

公
務
員
制
度
改
革
を
お
こ
な
う

よ
う
、
政
府
・
各
政
党
に
対
し

て
も
と
め
た
。
地
方
公
務
員
に

つ
い
て
は
、
非
現
業
地
方
公
務

員
へ
の
協
約
締
結
権
付
与
、
人

事
委
員
会
の
廃
止
、
消
防
職
員

へ
の
団
結
権
付
与
な
ど
労
働
基

に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

続
い
て
登
壇
し
た
民
主
党
海

江
田
代
表
は
「
民
主
党
は
政
府

に
対
し
て
公
務
員
制
度
改
革
の

実
現
を
も
と
め
る
だ
け
で
な

く
、
我
々
が
提
出
し
た
国
家
公

務
員
制
度
改
革
関
連
４
法
案

を
、
国
会
に
再
提
出
す
る
こ
と

を
先
日
確
認
し
た
。
地
方
公
務

員
に
つ
い
て
も
、
法
案
の
国
会

提
出
に
向
け
た
準
備
に
着
手
し

て
い
る
。
引
き
続
き
全
力
を
あ

げ
て
努
力
し
て
い
く
」
と
述
べ

た
。集

会
決
議
で
は
、
安
倍
政
権

が
経
済
界
に
は
賃
金
の
引
き
上

げ
を
要
請
し
、
公
務
員
に
は
給

与
の
引
き
下
げ
を
強
制
す
る
と

い
う
相
矛
盾
し
た
政
治
的
対
応

を
は
か
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め

て
厳
し
く
非
難
。
地
方
公
務
員

の
給
与
削
減
の
要
請
は
、
住
民

に
最
も
身
近
で
重
要
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
犠
牲
に
す
る
措
置

に
他
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
労

使
に
よ
る
自
治
体
財
政
の
健
全

４
月
15
日
（
１
８
３
４
号
）

「
13
年
度
専
門
部
三
役
の
み
な

さ
ん
」の
記
事
で
、「
幼
稚
園
部
」

と
あ
る
の
は
「
幼
児
教
育
部
」

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

※この広告に記載している保障内容は2013年8月1日以降のものです。それ以前の保障内容についてはお問い合わせください。

※ご契約にあたっては必ずパンフレットおよび重要事項等説明書（契約概要・注意喚起情報）をご覧いただき、制度内容をご確認ください。 承12ー企ー65（1302）

90歳まで契約更新可能に！
共 通

先進医療特約が新登場！
医 療 共 済

※ご年齢により加入できる限度が異なります。

死亡保障が3,000万円まで
選択可能に！

団 体 生 命 共 済

2013年
8月1日より
制度改定します！さらに安心が広がります！

先進医療ってなに？
先進医療とは、公的医療保険制度の評価療養

のうち厚生労働大臣が定める高度の医療技術

を用いた療養をいい、先進医療ごとに厚生労働

大臣が認定した医療機関において行われるもの

に限ります。先進医療の技術料は健康保険の対

象とならないため、自己負担となります。

教職員共済生協の

医療共済「先進医療特約」では

先進医療にかかる被共済者が負担した

技術料を最高1,000万円まで保障！

資料のご請求等は

http://www.kyousyokuin.or.jp/

地方公務員給与引き下げ強制を非難
公務労協 春季生活闘争４.１２第２次中央行動

労
働
基
本
権
が
確
立
さ
れ
た

民
主
的
な
公
務
員
制
度
改
革
を

４
月
12
日
、
東
京
日
比
谷
公
園
に
て
「
２
０
１
３

春
季
生
活
闘
争
４
．12
第
２
次
中
央
行
動
」
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合
協
議
会

（
公
務
労
協
）
が
実
施
し
た
も
の
で
、
全
国
か
ら
お

よ
そ
５
千
人
の
仲
間
が
集
ま
り
、
連
合
に
結
集
し
春

季
生
活
闘
争
の
引
き
続
き
の
推
進
と
、「
働
く
こ
と

を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の
実
現
を
訴
え
た
。

化
に
係
る
必
死
の
努
力
を
無
に

す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

集
会
終
了
後
、
参
加
者
は
日

比
谷
公
園
か
ら
東
京
駅
ま
で
デ

モ
行
進
し
、「
公
務
員
の
基
本

権
の
確
立
」、「
国
家
・
地
方
公

務
員
の
給
与
引
き
下
げ
反
対
」、

「
春
季
生
活
闘
争
の
勝
利
」
な

ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

地
方
公
務
員
の
給
与
引
き
下
げ
を
前

提
に
国
が
地
方
交
付
税
を
減
額
す
る
改

正
地
方
交
付
税
法
が
３
月
29
日
、
参
院

本
会
議
で
与
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可

決
、
成
立
し
た
。

兵
庫
県
教
職
員
組
合
は
、
国
に
よ
る

地
方
公
務
員
の
引
き
下
げ
強
制
に
反
対

し
、
地
方
自
治
を
守
る
た
め
の
た
た
か

い
の
一
環
と
し
て
、
組
合
員
の
署
名
集

約
に
と
り
く
む
。
本
と
り
く
み
に
お
け

る
要
求
内
容
は
次
の
通
り
。

地
方
自
治
の
本
旨
を
ふ
ま
え
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
強
く
も
と
め
る
こ

と
と
す
る
。

○
新
た
な
給
与
削
減
（
国
家
公
務

員
給
与
臨
時
特
例
措
置
に
準
じ
た

削
減
）
を
実
施
し
な
い
こ
と
。

○
賃
金
・
労
働
条
件
の
決
定
に
あ

た
っ
て
は
、
労
使
間
の
交
渉
・
協

議
と
合
意
を
前
提
と
す
る
こ
と
。

○
教
職
員
の
給
与
に
関
す
る
必
要

な
財
源
は
、
当
局
の
責
任
に
お
い

て
確
保
す
る
こ
と
。（
地
方
交
付

税
の
減
を
理
由
と
し
な
い
こ
と
）

○
地
方
公
務
員
給
与
の
削
減
措
置

に
係
る
政
府
の
対
応
は
、
客
観
・

中
立
で
あ
る
べ
き
地
方
交
付
税
制

度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
も
の
で
あ

り
、
引
き
続
き
地
方
自
治
体
か
ら

政
府
に
対
し
異
議
（
地
方
交
付
税

第
17
条
の
４
の
規
定
等
）
を
申
し

立
て
る
こ
と
。

署
名
の
完
全
集
約
に
む
け
て

と
り
く
み
を
す
す
め
よ
う
！

地方公務員給与削減強制に反対する
署名の完全集約体制を！

田
ん
ぼ
の
中
の
お
に
ご
っ
こ

た
つ
の
市
誉
田
小
学
校
　
一
年

西
村
　
彩
那

四
人
で
じ
ゃ
ん
け
ん
し
た
よ

あ
か
り
ち
ゃ
ん
が
お
に
に
な
っ
た
よ

す
ぐ
に
に
げ
た
よ

い
ね
の
ね
も
と
を
ふ
む
と

水
が
ピ
シ
ャ
と
と
び
出
し
て
き
た
よ

あ
し
が
ぬ
れ
た
よ

つ
め
た
か
っ
た
け
ど

お
も
し
ろ
か
っ
た
よ

か
っ
た
い
ね
の
と
こ
ろ
ば
っ
か
り

ふ
ん
で
は
し
っ
た
よ

と
き
ど
き
あ
し
が
ぐ
に
っ
と
な
っ
た
よ

土
の
と
こ
ろ
は
に
ゅ
る
っ
と
し
た
よ

お
な
か
の
と
こ
ろ
ま
で

つ
ん
で
あ
っ
た
よ

お
こ
め
が
な
ん
つ
ぶ
と
れ
た
の
か
な
と

お
も
っ
た
よ

田
ん
ぼ
の
中
を

お
も
い
っ
き
り
は
し
っ
た
よ

せ
ん
ぷ
う
き
に
あ
た
り
た
い
く
ら
い

あ
つ
か
っ
た
よ

た
の
し
か
っ
た
よ

ま
た
や
り
た
い
な（

こ
ど
も
の
詩
と
絵
　
第
33
集
よ
り
）
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●
須
貝
直
美
部
長
（
姫
路
）

　
▼
と
り
く
み
の
重
点
課
題

栄
養
教
員
部
と
し
て
再
ス

タ
ー
ト
し
て
３
年
目
を
む
か

え
ま
す
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
や
中
学
校
給
食
の
導
入

等
、
新
た
な
課
題
も
あ
り
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心

に
す
え
た
学
校
給
食
を
守

り
、
食
育
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
栄
養
教
諭
の
職
務
内

容
を
明
確
に
し
、
労
働
条
件

整
備
に
む
け
て
と
り
く
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
▼
組
合
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

今
、
当
た
り
前
の
こ
と
は
、

先
輩
た
ち
が
長
い
時
間
を
か

け
て
と
り
く
ん
で
き
て
く
だ

さ
っ
た
お
か
げ
で
す
。
組
合

は
、
仲
間
と
つ
な
が
る
場
所

で
す
。

●
八
木
田
久
子
副
部
長（
西
宮
）

栄
養
教
員
部
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
先
輩
方
の
想
い
を
受

け
継
ぎ
、
伝
え
て
い
く
役
割

が
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま

す
。

●
小
山
幸
子
副
部
長
（
明
石
）

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
と

協
力
し
て
自
分
が
で
き
る
こ

と
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

●
田
中
智
子
副
部
長
（
美
方
）

少
数
の
専
門
部
で
す
が
、
仲

間
の
声
を
本
部
や
県
教
委
に

届
け
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
ま
す
。

※日・祝の営業時間は18：00までとなっております。但し、ご予約の際は事前にお問い合わせください。　※食材の入荷状況により、メニューは一部変更する場合がございます。
※貸切利用のお客様には、無料でマイク2本ご用意いたします。　※写真はイメージです。

ラッセホール　レストラン リビエラ

兵庫県教職員組合（兵教組）は
２０１２年６月の第２５５回定例中
央委員会において、今夏におこ
なわれる予定の参議院選挙の立
候補予定者、「つじ泰弘」（兵庫
選挙区）、「神本みえ子」（比例区）
の推薦を決定している。
私たちがいきいきと働き続け、
子どもたちの最善の利益を保障
するためにも、兵教組が推薦す
る予定候補者の議席を守るため
のとりくみをすすめよう。

東京大学教養学部国際関係論分
科卒業。2007年参議院兵庫選
挙区再選（当選２回）。2011～
2012年厚生労働副大臣。

小学校教諭を21年間勤める。日
教組教育文化局長などを歴任。
2007年参議院比例代表再選（当
選２回）。2011～2012年文部
科学大臣政務官。
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支
援
の
輪
を
拡
げ
よ
う
！

Ⅰ
．�

人
間
ド
ッ
ク

①�

交
通
費
を
支
給
（
共
済
規
定

に
よ
る
額
）

②�

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
で
あ
る
動

脈
硬
化
ド
ッ
ク
が
無
料
【
本

部
補
助
事
業
３
，５
０
０
円
】

③�

支
部
事
業
の
人
間
ド
ッ
ク
に

お
い
て
、
特
定
保
健
指
導
が

必
要
で
あ
る
と
受
診
結
果
に

よ
り
判
定
さ
れ
た
場
合
、

ド
ッ
ク
同
日
に
特
定
保
健
指

導
の
受
診
が
可
能

（
脳
ド
ッ
ク
コ
ー
ス
に
つ
い

て
は
、
特
定
保
健
指
導
の
予

約
が
可
能
）

Ⅱ
．�

特
定
健
診
等

①�

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

に
際
し
、交
通
費
を
支
給（
共

済
規
定
に
よ
る
額
）

②�

特
定
健
診
の
法
定
項
目
に
プ

ラ
ス
し
て
、
貧
血
検
査
・
胸

部
Ｘ
線
検
査
・
心
電
図
検
査

を
実
施
（
自
己
負
担
な
し
）

③�

特
定
健
診
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検

査
と
し
て
動
脈
硬
化
ド
ッ
ク

を
実
施
（
全
額
自
己
負
担
）

④�

特
定
保
健
指
導
が
必
要
で
あ

る
と
受
診
結
果
に
よ
り
判
定

さ
れ
た
場
合
、
特
定
健
診
同

日
に
特
定
保
健
指
導
の
受
診

が
可
能

Ⅲ
．�
一
般
診
療
等

①�

１
ヶ
月
の
支
払
上
限
は
、
入

院
・
外
来
そ
れ
ぞ
れ
の
医

科
・
歯
科
ご
と
に
２
万
円

（
２
０
１
４
年
２
月
よ
り
２

万
５
千
円
に
変
更
さ
れ
ま

す
）

②�

初
診
に
係
る
特
別
料
金
【
特

定
療
養
費
１
，
５
０
０
円
】

が
免
除

③�

次
の
費
用
が
半
額

・�

室
料
差
額
【
個
室
料
金
７
，

０
０
０
円
～
２
０
，
０
０
０

円
（
税
込
み
）
が
半
額
】

・�

分
娩
入
院
時
の
分
娩
料
（
分

娩
料
以
外
の
自
費
料
金
【
保

険
点
数
換
算
分
】
に
つ
い
て

は
一
般
の
１
割
引
）

・�

文
書
料

④�

各
種
自
費
診
療
が
一
般
の
１

割
引
（
体
外
受
精
・
不
妊
相

談
・
化
学
的
し
み
取
り
等
）

⑤�

入
院
・
退
院
時
の
交
通
費
を

支
給
（
共
済
組
合
規
定
に
よ

る
額
）

⑥�

直
営
病
院
人
間
ド
ッ
ク
後
の

二
次
健
診
に
際
し
、
交
通
費

を
支
給
（
要
精
検
の
指
示
が

あ
る
場
合
の
み
、
来
院
１
回

に
限
り
共
済
規
定
に
よ
る
額

を
支
給
）

⑦�

歯
科
口
腔
外
科
に
お
い
て
虫

歯
治
療
の
受
け
入
れ

⑧�

時
間
外
初
診
患
者
の
受
け
入

れ
（
事
前
に
お
電
話
く
だ
さ

い
）

⑨�
各
種
相
談

・�

声
が
れ
相
談
（
耳
鼻
咽
喉
科

―
保
険
点
数
換
算
に
よ
り
本

人
３
割
負
担
）

・�

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
（
心

療
内
科
―
無
料
）

・�

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
相
談

（
各
診
療
―
無
料
）

⑩�

教
職
員
職
場
復
帰
訓
練
を
実

施
（
兵
庫
県
・
神
戸
市
・
大

阪
府
・
京
都
府
・
堺
市
）

【
最
寄
駅
】

阪
急
神
戸
線
「
塚
口
駅
」

【
バ
ス
】
北
側
改
札
口
か
ら
北

西
に
約
１
０
０
ｍ
、
伊
丹
市
営

バ
ス
阪
急
塚
口
駅
前
バ
ス
乗
場

「
１
番
乗
り
場
」
よ
り
近
畿
中

央
病
院
前
経
由
線
に
乗
車

【
そ
の
他
】詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
下
さ
い

〒664-8533　兵庫県伊丹市車塚３－１
【ＴＥＬ】０７２ー７８１ー３７１２

私たちと同じ日教組の仲間が働く病院

近畿中央病院を
利用しよう！

組
合
員
及
び
そ
の
被
扶
養
者

左から八木田さん、須貝さん、田中さん、小山さん。

今年度 兵教組

専門部三役より

栄 養 教 員 部

新三役のみなさんの意気込みや

皆さんへのメッセージなどを紹介します

近
畿
中
央
病
院
利
用
に
お
け
る

公
立
学
校
共
済
組
合
組
合
員
優
遇
制
度
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